
学会報告 

 

鳴門教育大学英語教育学会第34回大会 

 

日時： 2019年8月3日（土）  13:00-17:20 

会場： 鳴門教育大学 総合学生支援棟Ｆ会議室 

受付： 12:30-13:00 

 

 

総合司会 谷川 絢香・青野 仁 （小学校教育専修英語科教育コース 3年） 

 

 

（１） 開会の辞 （13:00-13:05）   薮下 克彦 (会長） 

 

（２） 報 告 会 (13:05-15:15) 

 

   １）教育実習奮闘記 （13:05-13:45）  

小学校教育専修英語科教育コース 4年生  木田萌奈 

中学校教育専修英語科教育コース 4年生  宮山 永 杉本夕夏 

 

   ２）新米教師の現場体験報告 ―汗と涙の英語教育― （13:50-14:45） 

立岡 裕梨   （京都市立勧修小学校） 

村上 太朗  （高松市立桜町中学校） 

 

   ３）留学体験記 （14:50-15:15） 

       細井 一成  大学院学校教育研究科  

教科・領域教育専攻言語系コース（英語）３年 

        

（３） 記念講演 (15:30-17:00)  

 

        鳴門教育大学教授  前田一平先生 

         『若気の至り―私の研究回顧』 

 

 

（４） 総   会 （17:05-17:15）  

 

（５） 閉会の辞 （17:15-17:20）    喜多 容子 （副会長） 

 

（６） 懇親会 （18:00-20:00）    場所：カフェレオン(鳴門教育大学正門前) 

 

『鳴門英語研究』投稿規定 

 

１．投稿は鳴門教育大学英語教育学会会員に限る。共著の場合は，第一執筆者が本

学会会員でなければならない。 

２．投稿論文は未発表のものであること。ただし，すでに口頭で発表し，その旨明  

記している場合は審査の対象となりうる。 

３．使用言語は，日本語または英語とし，論文の構成は，論文題目・氏名・本文・  

（注）・引用（参考）文献・（付録）の順序とする。 

４．論文の長さは，Ａ４判用紙に横書きで，全角 37 字（半角 74 字）×36 行とし，  

注・引用（参考）文献・グラフ・図表等を含めて，原則として 12 枚以内とする。余

白は上下，左右 25 ミリとする。 

５．文字サイズは，和文の場合も英文の場合も，論文題目と氏名は 14 ポイント（明  

朝体または Times New Roman，以下同様），本文・注・引用（参考）文献等は 12  

ポイントとする。和文での句読点は，「，」と「。」とする。 

６．論文の各セクションには，番号付きの小タイトルを付けること。小タイトルは  

本文と同一の大きさでボールド（太字）とし，センタリングするとともに，前後に

１行の空白行を設ける。さらにその下に小タイトルを設ける場合には番号を付けて

左詰とする。ただし，ボールド（太字）にはしない。 

７．論文の１ページ目の書き方については，学会のホームページ（http://www.naruto-     
u.ac.jp/~english）よりダウンロードできる「プリントアウトサンプル」に従うこと。 

８．投稿に際しては，論文を A4 判の上質紙を使用し，ワープロソフト等で横書き  

に作成し，高品質印刷でプリントアウトしたものを３部，所定の期日までに提出す

ること。ページ数は印刷せず，論文右上角に鉛筆で記入する。 

９．投稿論文は紀要編集委員会によって審査され，掲載の適否が決定される。なお，  

論文は返却しない。 

10．審査結果は，採用・条件付き採用・不採用の３段階で示され，その結果は投稿  

者個人宛に通知される。審査に関する問い合わせは受け付けられない。 

11．採用となった場合は，既に提出されている原稿が最終原稿となるため，電子フ  

ァイル（ＦＤ，ＣＤ，メール添付等）のみを所定の期日までに提出すること。条件

付き採用となった場合は，必要な修正等を施した後，高品質でプリントアウトした

最終原稿１部と電子ファイルの両方を所定の期日までに提出すること。その場合も，

ページ数は印刷せず，論文右上角に鉛筆で記入すること。なお，校正段階での大幅

な加筆訂正は認められない。 

12．採用論文の執筆者用抜刷の費用は，個人負担とする。 
13．掲載論文の著作権は鳴門教育大学英語教育学会に帰属するものとする。 
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